
学校番号 １００２ 

令和 3年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書 社会と情報 Next （数研出版） 

副教材等 
社会と情報 Next サポートノート （数研出版） 

30 時間でマスター Office2016(Windows 10 対応) （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・情報社会を生きるために必要なコンピュータやネットワークに関する基礎的な知識を、実践的・

体験的な学習を通して学びます。 

・授業では総合的な探究の時間（視点・論点）と協力し、情報機器を用いて効果的なコミュニケー

ションを行う能力も養います。自分の意見や考えだけでなく、友達の意見や考えも大切にしましょ

う。 

 

２ 学習の到達目標 

・情報化が社会に及ぼす影響や課題について理解し、情報社会に積極的に参画する態度を身につ

ける。 

・メディアの特性を踏まえ、情報を適切に収集・処理し、信憑性を判断したうえで、責任をもって

発信する力を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報の特徴と情報化

が社会に及ぼす影響

や課題について関心

をもち、情報社会の一

員として積極的に参

画する態度を身につ

けている。 

目的を持って情報を

収集・分析し、論理的

に思考することがで

きるとともに、情報の

受発信時には、情報モ

ラルの観点も含め、適

切な判断ができる。 

情報機器や情報通信

ネットワークを活用

し、状況に応じてメ

ディアとコミュニケ

ーション手段を効果

的に使い分けなが

ら、問題解決に取り

組むことができる。 

情報機器や情報通信

ネットワークを適切

に活用する知識を身

につけるとともに、

情報および情報技術

の社会的意義や役割

について理解してい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

プリントやワークシ

ートの記述 

実習の成果物 

レポート、発表 

相互評価・自己評価 

学習状況の観察 

プリントやワークシ

ートの記述 

レポート、発表 

定期考査の結果 

相互評価・自己評価 

学習状況の観察 

実習の成果物 

学習状況の観察 

プリントやワークシ

ートの記述 

問題集 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

情
報
と
メ
デ
ィ
ア 

情報の特徴 

情報の表現形式 

ディジタル情報の特徴 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

a:情報が持つ意味や働きにつ

いて関心を持ち、積極的に学習

に取り組もうとしている。 

b:アナログとディジタルの違

いについて考え、適切に判断し

ている。 

c:情報を適切に収集、処理、表

現するための技能を身に付け

ている。 

d:アナログとディジタルの違

いについて理解している。 

授業観察 

ワークシート 

実習の成果

物 

問題集 

定期考査 

ハードウェア 

ソフトウェア 

インターネットでの情報検索 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

a:コンピュータの本体や周辺

機器に関心を持ち、積極的に活

用しようとしている。 

b:コンピュータで情報を検索

する際に適切なキーワードや

効果的な検索条件を考えてい

る。 

c:コンピュータで情報を検索

するための技能を身に付けて

いる。 

d:コンピュータの基本構成と

その働きについて理解してい

る。 

情
報
社
会
と
情
報
モ
ラ
ル 

情報社会が人に及ぼす影響 

インターネットの活用  

電子メールの活用 

ネットトラブル 

ネット詐欺 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:情報社会が人に及ぼす影響

や問題点について関心を持っ

ている。 

b:インターネットに情報を発

信する際に注意すべき点を考

えている。 

c:インターネット上のサービ

スや電子メールを送受信する

ために必要な技能を身に付け

ている。 

d:起こりうるインターネット

上のトラブルを回避し、インタ

ーネットを適切に活用するた

めの知識を身に付けている。 

  



後
期 

情
報
社
会
と
情
報
モ
ラ
ル 

情報セキュリティ 

情報セキュリティの確保 

情報の暗号化 

安全にコンピュータを利用す

る 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:情報セキュリティを確保す

るための方法に関心を持って

いる。 

b:サイバー犯罪や情報流出な

どへのセキュリティ対策の必

要性について考えている。 

c:情報セキュリティ対策を適

切に行う技能を身に付けてい

る。 

d:サイバー犯罪や情報の流出

などの現状を知るとともに、セ

キュリティ対策の必要性やそ

の方法を理解している。 

授業観察 

ワークシート 

実習の成果

物 

問題集 

定期考査 

知的財産権 

著作権 

個人情報 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:著作権などの知的財産権の

保護について関心を持ち、法律

を守ろうとしている。 

b:情報社会における個人の責

任について考察している。 

c:著作権などの法律を守って

情報を活用することができる。 

d:著作権や個人情報、プライバ

シーを保護する法律の意義や

内容について理解している。 

デ
ィ
ジ
タ
ル
情
報
と
情
報
の
活
用 

情報の発信とその注意点 

表現の工夫 

プレゼンテーションの流れ 

プレゼンテーションの注意点 

プレゼンテーションソフトウェ

アの利用 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:コンピュータを活用して、情

報を統合し、表現することに関

心を持っている。 

b:情報を発信する際に、著作権

や個人情報の保護について考

えることができる。 

c:情報発信の目的に応じて適

切なメディアで発信すること

ができる。 

d:情報を発信するときの注意

点について理解している。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


